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できたよ旧事の完熟マンゴー

　日向で初の完熟マンコーの収穫が行われています。

完熟マンゴーの栽培に取り組んでいる似ま、塩見の若

い農業後継者の2人です。

　それぞれのハウスでは、直径／5cmほどの赤く色づい

たマンコーが、たくさん実っています。

　マンゴーの栽培は、全国で日向の地が最北端です。

特集市民のための大学。それが放送大学です
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放
送
大
学
宮
崎
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
が
、
今
年
十
月
い
よ
い
よ
開
校
し
ま
す
。

四
月
に
は
、
準
備
室
が
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
、
七
月
か
ら
は
学

生
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
を
効
果
的
に
活
用
し
、
大
学
教
育
の
機
会

を
多
く
の
人
々
に
提
供
す
る
、
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
正
規
の
大
学
（
教
養
学

部
　
大
学
卒
業
を
目
指
す
全
科
履
修
生
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
関
東
地
域
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
）
で
す
。

宮
崎
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
関
東
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
放
送
授
業
を

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
オ
ー
デ
ィ
オ
テ
ー
プ
を
利
用
し
、
広
く
市
民
な
ど
に
大
学
教

育
の
機
会
を
提
供
し
て
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
要
望
に
応
え
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
実
際
に
放
送
大
学
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
と
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な
の

で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
広
報
紙
等
で
も
紹
介
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
十
月
か
ら
の
学
生

募
集
を
前
に
、
放
送
大
学
静
岡
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
（
三
島
市
）
を
訪
ね
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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特集　市民のための大学。それが放送大学です

三
島
リ
ポ
ー
ト

文
教
の
町
に
あ
る

静
岡
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

　
静
岡
県
三
島
市
は
、
人
口
約
十
一
万

人
の
県
内
で
七
番
目
の
市
で
す
．
．
箱
根

の
西
麓
に
位
置
し
、
富
士
箱
根
伊
豆
国

立
公
園
に
囲
ま
れ
た
静
岡
県
東
部
の
中

核
都
市
で
、
東
海
道
の
交
通
の
要
衝
の

地
と
し
て
栄
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
．
、

　
こ
の
＝
．
島
市
に
、
放
送
大
学
静
岡
地

域
学
習
セ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
す
。

　
三
島
市
の
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

静
岡
県
に
よ
り
平
成
四
住
－
四
月
に
誘
致

さ
れ
、
．
同
十
月
に
開
校
し
ま
し
た
．
．

　
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
物
と
な
っ
た
の

は
、
三
島
市
文
教
町
に
あ
っ
た
旧
県
立

教
育
研
修
所
で
、
J
R
三
島
駅
か
ら
歩

緑
の
中
に
建
つ
静
岡
の
学
習
セ
ン
タ
ー

い
て
五
分
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
ま

す
．
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
三
島
分
館
五

階
建
て
の
一
階
部
分
の
約
半
分
（
二
百

七
十
五
平
方
ピ
）
を
占
め
て
い
ま
す
，

文
教
町
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
が

あ
る
文
字
ど
お
り
「
文
教
」
の
町
で
す
，

　
学
習
セ
ン
タ
ー
の
中
は
、
玄
関
横
に

事
務
室
と
セ
ン
タ
ー
長
室
、
正
面
に
学

生
ロ
ビ
ー
が
あ
り
、
そ
の
左
奥
に
手
前

か
ら
図
書
館
・
再
視
聴
室
、
ラ
ジ
オ
教

室
、
テ
レ
ビ
教
室
三
部
屋
が
あ
り
、
廊

下
に
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
定
時
視
聴

の
時
間
割
が
掲
げ
て
あ
り
ま
し
た
。

年
々
増
え
る
学
生

　
静
岡
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

四
年
十
月
の
開
校
で
す
。
初
代
の
事
務

室
長
の
話
で
は
、
当
初
七
百
人
の
学
生

の
確
保
を
目
標
と
し
た
そ
う
で
す
が
、

実
際
に
入
学
し
た
の
は
四
．
白
三
十
七
人

で
し
た
。

　
し
か
し
、
学
生
の
数
は
年
々
増
え
、

平
成
八
年
度
一
学
期
の
学
生
数
は
一
千

七
十
七
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
取
材
を
行
っ
た
日
は
、
学
生
が
最
も

多
い
と
言
わ
れ
る
上
、
日
曜
日
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
た

め
、
定
時
視
聴
を
受
け
ら
れ
な
い
学
生

も
多
く
、
上
、
日
曜
日
を
利
用
し
て
再

視
聴
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
再

視
聴
室
で
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
見
た
り
、

オ
ー
デ
ィ
オ
テ
ー
プ
を
聞
い
た
り
し
て

学
習
し
て
い
ま
し
た
．
．
中
に
は
、
貸
し

出
し
テ
ー
プ
を
三
本
も
借
り
て
い
く
学

生
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
，

　
現
在
の
学
生
の
状
況
を
見
る
と
、
年

齢
別
で
は
、
二
十
歳
代
前
半
や
四
七
歳

代
、
六
十
歳
以
ヒ
が
多
く
、
な
か
に
は

八
十
歳
代
の
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
に
男

女
別
を
当
て
は
め
る
と
、
四
十
歳
代
は

女
性
が
多
く
、
六
十
歳
以
上
は
男
性
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
育

て
を
終
え
た
女
性
や
退
職
後
の
男
性
が

増
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
分
析

で
き
ま
す
。
職
業
別
で
は
、
会
社
員
と

無
職
（
主
婦
を
含
む
）
が
圧
倒
的
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
ま
た
、
同
学
習
七
ン
タ
ー
が
、
平
成

’
五
年
九
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
入
学
し
た
目
的
と
し
て
一
番

多
か
っ
た
の
は
「
幅
広
い
教
養
を
身
に

つ
け
、
人
間
性
を
豊
か
に
す
る
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
次
に
「
自
分
の
職
業

に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
高
め
る
た

め
」
「
余
暇
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
」

が
多
く
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
講
し
て
い
る
科
目
数
に
つ
い
て

は
、
二
科
目
、
一
科
目
、
三
科
目
の
順

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
心

理
学
関
係
」
「
語
学
関
係
」
「
歴
史
学
関

係
」
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
．
．

　
学
生
の
通
学
時
間
は
、
や
は
り
三
十

分
圏
内
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
中
に
は
一
時
間
半
以
上
か
け
て
通

学
し
て
い
る
学
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
再
入
学
の
音
心
志
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
七
割
の
学
生
が
「
す
る
」

胃
．
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再視聴室ではさまざまな学生が学習している

と
答
え
、
「
考
慮
中
」
と
答
え
た
学
生

を
含
め
る
と
九
割
近
く
に
E
り
ま
す
，

　
こ
の
う
ち
「
い
い
え
」
と
答
え
た
学

生
の
理
由
の
中
に
、
通
学
距
離
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
．
．

　
静
岡
地
域
学
習
セ
ン
タ
：
で
は
、
平

成
六
年
四
月
に
浜
松
市
、
平
成
七
年
四

月
に
は
静
岡
市
に
セ
ン
タ
ー
外
視
聴
を

設
け
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
外
視
聴

の
設
置
に
よ
り
、
浜
松
市
と
静
岡
市
の

学
生
が
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
．
．

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
一
つ
の
魅
力

で
あ
る
学
生
同
士
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い

　
　
　
か
こ
　
ニ
う
か
ヒ

て
は
、
「
学
燈
会
」
と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ク

ル
が
で
き
て
い
て
、
多
く
の
学
生
が
趣

味
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
一
学
期
に
一
回
、

研
修
旅
行
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
放
送
大
学
静
岡
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー
は
、
「
学
び
た
い
」
と
い

う
向
学
心
を
持
っ
た
市
民
に
と
っ
て
、

充
実
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
し
た
．
．
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梶井裕子さん（50歳）

県非常勤職員・相談員

　
相
談
員
に
な
っ
て
い
る
自
分
の
職
業

に
役
立
て
る
た
め
、
「
人
間
行
動
学
」

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

を
自
分
の
都
合
の
い
い
時
間
に
で
き
る

の
で
、
受
講
し
や
す
い
も
の
で
す
。

　
一
人
で
学
習
す
る
と
い
う
こ
と
で
不

安
は
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
1
科
目
ず

つ
ゆ
っ
く
り
と
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
去
年
の
十
月
に
入
学
し
ま
し
た
。
主

に
生
活
に
密
着
し
た
も
の
を
選
ん
で
学

ん
で
い
ま
す
。

　
仕
事
の
関
係
上
、
定
時
に
来
れ
な
い

の
が
残
念
で
す
が
、
〉
て
の
分
、
土
、
日

曜
日
の
再
視
聴
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
サ
ー
ウ
ル
な
ど
も
増
え
て

き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
機
会
が
あ
れ
は
、
も
う
一
度
勉
強
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
か
ら
学
び

始
め
、
現
在
、
十
五
科
目
を
取
得
し
て

い
ま
す
。
単
位
が
取
れ
た
と
き
は
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。
学
ん
だ
知
識

を
仕
事
や
日
常
生
活
に
も
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
、
学
士
の
資

格
が
取
れ
れ
ば
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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大
学
に
い
き
た
か
っ
た
け
ど
い
け
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
大
学
が
で
き
た
と

き
、
す
ぐ
入
学
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
欲
張
っ
て
い
く
つ
も
の
科

目
を
選
択
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
一
科

目
だ
け
学
ん
で
い
ま
す
。

　
別
に
単
位
を
取
る
の
が
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
必
ず
試
験
は
受
け
る
よ

う
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

学
生
募
集
は
7
月
1
5
日
か
ら

炉
一
務

壽
ん
勤

　
さ
局
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26歳

　
放
送
大
学
宮
崎
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
八
年
度
第
二
学
期
生
の
募

集
を
七
月
十
五
日
か
ら
始
め
ま
す
。

◇
出
願
期
間
1
1
七
月
十
五
日
～
八
月
十

五
口
〔
必
着
）

◇
入
学
資
格
1
1
卜
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す

◇
募
集
学
生
1
1
選
科
履
修
生
（
一
年
間

学
習
す
る
学
生
）
と
科
目
履
修
生
（
半

年
間
学
習
す
る
学
生
）

◇
開
設
科
目
1
1
語
学
、
心
理
学
、
社
会

学
、
経
済
学
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い

分
野
の
一
．
”
百
卜
八
科
H
を
開
設

◇
入
学
料
1
1
選
科
履
修
生
　
六
千
円
、

科
目
履
修
生
　
四
干
円

※
た
だ
し
、
市
内
在
住
者
に
限
り
、
市

が
半
額
を
助
成
し
ま
す
．
ま
た
、
同
、

企
業
や
団
体
等
か
ら
一
．
十
人
以
上
の
入

学
者
が
あ
る
場
合
は
、
半
額
に
割
り
引

き
さ
れ
ま
す
〔
重
複
不
可
）

◇
授
業
料
1
1
一
単
位
当
た
り
四
モ
円

〔
通
常
一
科
目
．
一
単
位
｝

◇
単
位
修
得
1
1
丁
修
得
さ
れ
た
単
位
は

公開講演会

通
算
さ
れ
、
近
い
将
来
、
全
国
放
送
が

始
ま
っ
た
際
は
、
大
学
卒
業
（
教
養
学

卜
）
を
目
指
す
こ
と
も
可
能
で
す

②
短
期
大
学
や
高
等
専
門
学
校
を
卒
業

さ
れ
た
方
、
大
学
に
．
一
年
以
ヒ
在
学
し

て
六
十
一
一
単
位
以
ヒ
修
得
さ
れ
た
方
な

ど
の
場
合
、
所
定
の
単
位
を
修
得
後
、

学
位
授
与
機
構
の
審
査
を
受
け
、
学
士

の
学
位
を
取
得
す
る
途
も
あ
り
ま
す

（
争
教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
で
上
位

あ
る
い
は
他
教
科
の
免
許
状
を
取
得
し

よ
う
と
す
る
場
合
の
単
位
修
得
と
し
て

も
活
用
で
き
ま
す

◇
授
業
方
法
1
1
通
常
、
決
め
ら
れ
た
時

間
割
に
し
た
が
っ
て
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
で
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
を
視
聴
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
決
め

ら
れ
た
時
間
に
視
聴
で
き
な
い
方
で
も

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
導
を
保
管
し
て
い
ま
す

の
で
、
再
視
聴
で
き
ま
す
．
ま
た
、
上
、

日
曜
B
も
利
用
で
き
ま
す

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
放
送
大
学
宮
崎
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
（
8
5
3
1
1
8
9
3
〕

　放送大学宮崎地域学習セ

ンターでは、地域の方々と

交流の場を設け、本大学に

対する理解を深めていただ

くために公開講演会を開催

します．

謂演会内容＞

1　「生きるための糧を∠放

送大学宮崎地域学習セン

ター長・池田　一　氏

葺ゴ宮崎の大地の成り立ち

～4億3千万年昔から近未

来への物語～∫放送大学教

授・濱田　隆士氏

◇日時＝7月13日吐）午

後2時一午後4時45分

◇会場＝市中央公民館

◇入場料＝無料

4

市民のための大学。それが放送大学です特集

●宮崎地域学習センター長に聞く

　
放
送
大
学
宮
崎
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
長
の
池
田
一
セ
ン
タ
ー
長
に
、

宮
崎
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

お
た
ず
ね
し
ま
し
た
。

1
．
池
田
セ
ン
タ
ー
長
が
考
え
る
放

送
大
学
の
魅
力
は
、
ど
う
い
う
も
の

で
す
か
？

　
　
今
ま
で
の
大
学
な
ど
の
高
等
教
育

　
機
関
と
全
く
異
な
っ
た
理
念
に
基
づ

　
い
て
設
置
さ
れ
た
大
学
と
い
う
こ
と

　
で
す
．

　
　
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
は
、

　
自
分
の
意
思
と
は
無
関
係
に
、
資
格

　
を
取
る
た
め
に
仕
方
な
く
勉
強
し
て

　
い
た
学
生
が
多
く
い
ま
し
た
が
、
こ

　
の
放
送
大
学
で
は
、
本
当
に
「
学
び

　
た
い
、
学
習
し
た
い
」
と
い
う
意
志

　
を
も
っ
た
人
だ
け
が
学
生
に
な
っ
て

　
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

9

　
　
ま
た
、
こ
の
放
送
大
学
宮
崎
地
域

　
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
国
や
自
治
体
、

　
学
校
法
人
が
設
置
し
た
も
の
で
な

　
く
、
市
民
の
熱
意
に
よ
り
設
置
さ
れ

　
た
大
学
と
い
う
こ
と
で
、
真
に
市
民

　
の
大
学
と
な
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え

　
て
い
ま
す
。

2
．
今
回
、
日
向
市
に
設
置
さ
れ
る

宮
崎
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
県
北
十
五
市
町
村
の
住
民
の
熱
意

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
大
学
で
す
の

で
、
各
市
町
村
の
住
民
が
誘
致
し
て

良
か
っ
た
と
慰
え
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
，

　
そ
の
た
め
に
は
、
文
化
の
向
h
が

図
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
各
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
な
も
の
に
し
た
い
で
す
ね
，
こ

セ
ン
タ
ー
に
比
べ
、
第
一
次
産
業
に

従
事
す
る
人
の
比
率
が
高
く
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
．
．

3
．
ど
れ
く
ら
い
の
学
生
の
入
学
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
か
？

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
問
い

合
わ
せ
が
き
て
い
ま
す
．
わ
た
し
の

の
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の
学
生
同
し

が
ふ
れ
あ
え
る
場
を
提
供
し
、
そ
の

ふ
れ
あ
い
の
中
で
町
や
村
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
，

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
宮
崎
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー
の
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
方
々
に
入
学
し
て
い
た
だ
き
た

い
．
、
具
体
的
に
は
、
他
の
地
域
学
習

さん

放送大学宮崎地域学習センター長

　　　　　　　池　田

感
触
で
は
、
五
ド
日
人
以
ヒ
の
学
生
が

確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
．

　
運
営
の
う
え
で
も
、
ま
た
、
学
生

数
の
う
え
で
も
、
四
、
五
年
冒
酊
に
ス

タ
ー
ト
し
た
他
の
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
に
早
く
追
い
つ
き
た
い
で
す
ね
．
．

4
．
宮
崎
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の

学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
？

　
2
の
問
い
に
も
答
え
ま
し
た
が
、

こ
の
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
振
興

も
一
つ
の
役
〕
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
学
生
嬉
し
が
ふ
れ
あ
い
の
も

て
る
サ
ー
ク
ル
や
時
間
、
場
所
な
ど

を
開
校
時
か
ら
設
け
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
．
．
例
え
ば
、
ヒ
曜
日
や
日
曜

1
1
な
ど
時
間
の
空
い
て
る
H
に
、

サ
ー
ク
ル
の
時
間
を
設
け
る
な
ど
し

て
み
た
い
で
す
ね
．
．

5
．
セ
ン
タ
ー
外
視
聴
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
将
来
的
に
は
、
宮
崎
市
等
で
の
設

置
を
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
．
そ
の
た
め
に
も
、
広
く
学
生

を
募
集
し
、
そ
の
よ
う
な
要
望
が
ヒ

が
っ
て
く
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
，

6
．
最
後
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
P
R

を
お
願
い
し
ま
す

　
放
送
大
学
宮
崎
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に

よ
り
日
向
市
に
誘
致
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
，

　
今
後
は
、
そ
の
皆
さ
ん
の
熱
意
で
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
を
盛
り
k
げ
て
く
だ

さ
い
．
．
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

5



組冨四区凋薄霧ケ催i

細
島
臨
海
工
業
地
帯
の
四
区
に
企
業
の
進
出
が
決
ま
り
五
月
一
一
十
九
日
、
県
庁
で
立
地
協
定

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

進
出
す
る
の
は
、
㈱
大
三
商
行
と
日
本
製
紙
㈱
の
合
弁
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
㈱
サ
ン

テ
ッ
ク
で
、
平
行
合
板
の
製
造
販
売
を
行
う
会
社
で
す
。

計
画
で
は
、
今
年
八
月
に
工
場
建
設
に
着
工
し
、
来
年
七
月
か
ら
操
業
を
開
始
し
ま
す
。
従

業
員
は
、
当
初
三
十
人
を
雇
用
す
る
予
定
で
す
。

調印式後、握手を交わす石川社長と赤木市長

県
林
産
を
使
用
す
る
L
V
L

　
椥
サ
ン
テ
ッ
ク
は
、
木
材
・
建
材
の

卸
売
を
行
う
㈱
丞
．
商
行
と
製
紙
メ
ー

カ
ー
の
日
本
製
紙
掬
の
合
弁
会
社
で
、

平
行
合
板
〔
L
V
L
）
の
製
造
販
売
を

行
う
会
社
で
す
，
資
本
金
は
．
億
円

　
L
V
L
と
は
、
住
宅
建
築
や
家
具
な

ど
幅
広
い
分
野
に
使
用
さ
れ
る
合
仮

L
V
L
製
造
工
場
と
し
て
は
、
県
内
で

初
め
て
、
九
州
内
で
も
一
．
番
目
の
L
場

と
な
り
、
県
産
材
の
有
効
活
用
に
も
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
，

　
計
画
で
は
、
細
島
四
区
内
の
．
．
一
万
一
．
．

千
五
卜
八
平
方
、
ボ
あ
敷
地
に
、
五
r
．
、

百
八
卜
平
方
、
㌶
の
［
場
を
建
設
．
今
年

八
月
に
着
工
し
、
来
年
し
月
に
操
業
を

開
始
す
る
“
r
定
で
す
．
．
設
備
投
資
額
は
、

第
一
期
と
し
て
弔
成
八
年
度
に
十
六
億

六
千
五
百
五
L
万
円
、
第
．
一
期
と
し
て

平
成
十
．
年
度
に
一
．
卜
億
四
下
κ
百
五

十
万
円
を
“
r
定
し
て
い
ま
す
．
．
雇
用
す

る
従
業
［
只
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
に
丁
．

十
人
（
男
卜
．
．
一
人
、
女
レ
七
人
〕
、
第

．
一
期
に
さ
ら
に
ト
．
．
人
〔
男
四
人
、
女

八
人
〕
を
／
r
定
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

地
元
か
ら
雇
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
．
生
産
額
は
、
平
成
十
年
に
六
億
八

r
万
円
、
平
成
十
．
年
に
は
ト
億
L
r

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す

林
業
の
振
興
に
期
待

　
疏
地
調
印
式
は
κ
月
　
ド
「
九
日
、
県

庁
で
行
わ
れ
、
㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
の
石
川

靖
彦
社
長
、
安
藤
忠
恕
宮
崎
県
商
工
労

働
部
長
、
赤
木
欣
康
日
向
市
長
が
出
席

し
ま
し
た
．

　
調
印
後
、
赤
木
市
長
が
「
大
変
厳
し

い
経
済
状
況
の
中
、
日
向
市
に
進
出
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．

今
後
、
林
業
県
宮
崎
の
林
産
材
の
活
用
、

需
要
の
増
大
に
も
努
め
て
い
た
だ
き
、

事
業
計
画
に
沿
っ
た
順
調
な
事
業
の
発

展
を
期
待
し
て
い
ま
す
．
そ
し
て
、
広

く
地
．
兀
に
愛
ン
、
」
れ
る
企
業
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
し
と
あ
い
さ
つ
　
こ
れ
に
対
し
、

石
川
社
長
が
「
日
向
市
に
は
、
細
島
港

が
あ
り
ま
す
．
そ
の
細
島
港
を
利
用
し

て
、
ま
だ
未
開
発
分
野
の
」
V
L
を
日

向
市
か
ら
全
国
に
向
け
て
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
．

6

顧

．
b

旧
高
鍋
屋
旅
館
を
市
文
化
財
に
指
定

市
は
、
細
島
八
坂
区
に
あ
る
「
旧
高
鍋
屋
旅
館
及
び
付
属
屋
」
を
有
形
文
化
財
に
、

ま
た
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
「
高
鍋
藩
御
仮
屋
跡
」
を
史
跡
と
し
て
市
の
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
地
域
文
化
財
保
全
事
業
に
合
わ
せ
、
八
年
度
か

ら
九
年
度
で
買
い
上
げ
、
修
理
・
復
元
を
行
い
な
が
ら
海
事
資
料
館
と
し
て
活

用
す
る
計
画
で
す
。

歴
史
的
な
価
値
を
も
つ
高
鍋
屋
旅
館

　
細
島
は
、
宮
崎
県
随
、
の
天
然
の
良

港
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
天
領
の
港

で
あ
る
と
同
時
に
各
藩
の
藩
主
が
参
勤

交
代
に
利
用
し
た
港
と
し
て
栄
え
て
い

ま
し
た
．

　
今
回
、
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
た
旧
高
鍋
屋
旅
館
は
、
そ
の
時
代
の

面
影
を
現
代
に
伝
え
る
伝
統
的
建
造
物

で
す
．
当
時
、
細
島
に
は
「
薩
摩
屋
一
「
飯

肥
屋
」
な
ど
の
よ
う
に
藩
名
を
屋
号
に

取
り
入
れ
た
御
用
宿
（
御
仮
屋
）
が
多

く
、
「
高
鍋
屋
」
も
同
様
に
高
鍋
藩
の

御
用
宿
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
．
．
こ
の
旅
館
は
、
大
正
卜
年
に
建

て
ら
れ
た
県
内
で
最
古
の
木
造
，
二
階
建

て
で
、
総
面
積
二
百
三
L
I
三
平
方
ご
の

建
造
物
で
す
．
．
木
造
一
一
一
階
建
て
の
建
造

物
は
、
九
州
内
で
十
九
棟
、
県
内
で
は

細
島
と
日
南
市
の
杉
村
金
物
店
し
か
あ

り
ま
せ
ん
、

　
こ
の
ほ
か
の
特
徴
と
し
て
は
、
玄
関

先
に
あ
る
「
屠
破
風
」
と
呼
ば
れ
る
車

寄
せ
の
軒
で
、
近
代
和
風
建
築
を
取
り

入
れ
た
正
面
玄
関
は
、
建
物
全
体
の
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
重
厚
感
と
風
格
を
与

え
て
い
ま
す
．
．
ま
た
、
．
階
に
あ
る
書

院
造
り
の
部
屋
や
格
子
、
欄
干
、
屋
根

瓦
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
．
．

　
史
跡
と
な
っ
た
「
高
鍋
藩
御
仮
屋
跡
」

は
、
高
鍋
藩
が
参
勤
交
代
の
た
め
細
島

港
を
利
用
す
る
際
に
休
息
の
座
敷
と
し

て
使
わ
れ
た
部
屋
（
御
仮
屋
｝
が
、
当

時
の
円
高
鍋
屋
旅
館
の
敷
地
内
に
あ
っ

た
と
推
測
奨
．
」
れ
て
い
て
、
」
肖
く
か
ら
の

地
割
げ
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
．

　
今
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
．
．
一
輪
馨
さ

ん
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
で

は
、
こ
れ
ら
を
買
い
k
げ
海
事
資
料
館

と
し
て
活
用
し
て
い
く
計
画
で
す
．

日
向
工
業
高
校
生
が
調
査

　
文
化
財
の
指
定
の
た
め
の
調
査
は
、

昨
年
末
か
ら
日
向
工
業
高
校
の
先
生
方

と
建
築
科
の
生
徒
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
、
．
提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
よ
る
と

一
高
鍋
屋
旅
館
は
、
歴
史
的
な
存
在
理

由
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
記
念
碑
）

と
し
て
保
存
す
べ
き
で
あ
る
．
保
存
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
に
理
解
、
親

し
ま
れ
る
、
歴
史
的
意
義
を
も
つ
建
造

物
と
し
て
の
保
存
が
望
ま
れ
る
」
と
結

ば
れ
て
い
ま
す
、

　
こ
の
報
告
書
を
受
け
て
市
で
は
、
文

化
財
保
存
調
査
委
員
会
へ
諮
問
し
、
一
．
一

月
二
十
九
日
に
文
化
財
の
指
定
を
決
定

し
ま
し
た
、

7



交通規制にご協力を
　建設省延岡．「．事．事務所では、国道10号線・原町交

差点から新生町交差点までの4車線拡幅一1：事に伴う車

線切り替え工事を行います。

　．L事は、現在、旧JR細島線を高架している国道を
．’ e面化し、併せて4申1線にするものです。

　期間中、通行される方は、両脇に設けてあります臨

時道路をご利用ください。

　地区の皆様や通行される皆様方には、ご迷惑をおか

けしますがご理解とご協力をお願いいたします．

◇工事期間＝6月24日　〔月｝一9月10［1（火）

◇工事区間；国道10号線・原町交差点～新生町交筆

　　　　　点〔350ml

日
向
延
岡
新
産
業
都
市
計
画
事
業

日
向
南
町
土
地
区
画
整
理
事
業

塾襲三
三 噸

滋
、
劃

の
事
業
計
画
決
定

　
南
町
と
中
町
の
　
．
．
（
6
h
a
）
の
地
区
整

備
を
行
う
ヒ
地
区
画
整
理
事
業
が
、
6
月
5
日

に
宮
崎
県
知
事
よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た
．

　
南
町
と
中
町
は
、
平
成
6
年
に
指
定
を
受
け

た
宮
崎
県
北
地
方
拠
点
都
市
の
生
活
又
化
交
流

拠
点
内
の
一
部
に
あ
た
り
　
都
市
基
盤
の
整
備

に
よ
る
良
好
な
住
環
境
と
商
店
街
の
再
編
成
に

よ
る
魅
力
に
満
ち
た
商
店
街
の
振
興
を
図
り
ま

す
、　

計
画
で
は
、
．
平
成
1
5
年
度
を
目
標
に
都
市
計

画
道
路
や
公
園
な
ど
の
都
市
施
設
の
整
備
改
善

と
宅
地
の
有
効
利
用
を
図
る
整
備
を
行
い
ま
す
，

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
行
政
改
革
大
綱
の
公
表
③

三
．
組
織
・
機
構
改
革

（
1
）
政
策
形
成
及
び
総
合
調
整
機
能
を

も
つ
企
画
部
門
の
強
化
を
図
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
．
．

　
〔
1
1
企
画
部
門
の
事
務
分
掌
を
政
策
形

　
成
に
関
連
し
た
事
務
に
限
定
す
る

　
2
．
企
画
担
当
課
と
財
政
担
童
－
謀
と
の

　
連
携
を
強
化
し
、
士
分
な
議
論
や
連

　
絡
調
整
が
行
え
る
組
織
機
構
と
す
る

　
一
3
企
画
部
門
を
事
務
局
と
し
、
職
員

　
及
び
学
誠
経
験
者
か
ら
な
る
自
由
な

　
政
策
形
成
の
研
究
会
を
設
置
す
る

　
｛
4
．
行
政
弔
血
要
に
関
す
る
情
報
収
集
・

　
分
析
・
活
用
体
制
と
シ
ス
テ
ム
を
確
｝

　
L
巳
し
ま
す

（
2
X
モ
庁
的
な
事
務
事
業
の
把
握
と
調

軟
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
部

制
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
，

（
3
）
機
能
的
な
組
織
・
機
構
の
確
立
を

目
指
す
た
め
、
次
の
よ
う
に
取
り
組
み

ま
す
．

　
τ
政
策
課
題
に
対
応
し
た
組
織
・
体

　
制
の
整
備
を
行
う
た
め
、
大
幅
な
組

　
織
改
革
を
検
討
す
る

　
ヲ
ご
類
似
事
・
務
や
関
連
の
深
い
事
務
の

　
一
体
化
・
体
系
化
を
図
る

　
一
3
専
門
性
や
実
務
経
験
を
有
効
に
活

　
用
す
る
た
め
、
嘱
託
職
員
制
度
を
検

　
註
す
る

（
4
〕
外
郭
団
体
の
組
織
を
見
直
し
、
簡

素
で
効
率
の
よ
い
行
政
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
．

（
5
〕
民
間
委
託
可
能
な
業
務
に
つ
い

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
こ
と
を
原
則
に
、
民
間
委
託
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
．

四
．
定
員
及
び
給
与
の
適
正
化

（
1
）
行
政
下
面
要
に
応
じ
た
定
員
の
適
正

化
を
図
り
ま
す

（
2
）
臨
時
職
員
の
配
置
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
事
務
改
善
享
に
よ
り
適
正
化
に

努
め
ま
す

（
3
｝
人
件
費
の
抑
制
一
，
卜
努
め
ま
す
．

8

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は

　　

@　

@　

@
6
月
3
0
日
告
示
、

　
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
，

　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
に
従

事
し
て
い
る
方
の
声
を
行
政
に

反
映
し
一
般
的
な
利
益
を
守
る

た
め
に
、
農
地
の
利
用
に
つ
い

て
の
調
整
や
安
定
し
た
農
業
経

営
、
後
継
者
問
題
等
、
農
業
全

般
に
わ
た
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
．
緒
に

考
え
解
決
す
る
た
め
の
機
関
で

す
．
．農業委員会委員選挙投票区一覧表

7
月
7
日
投
票
で
す

　
曲
辰
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大

切
な
選
挙
で
す
一
入
場
券
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
有
権
者
の
方

は
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
．

◇
投
票
で
き
る
方
1
1
年
齢
⑳
歳

以
上
で
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

を
耕
作
し
て
い
る
方
及
び
配
偶

者
、
同
居
の
親
族
で
、
年
間
を

通
し
て
6
0
日
以
ヒ
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
等
で
、
さ
ら
に
、

農
業
委
［
具
会
が
認
定
し
「
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方

◇
投
票
日
1
1
7
月
7
日
〔
H
）

午
前
7
時
∴
卜
後
6
時

◇
投
票
所
1
1
次
の
表
の
と
お
り

に
市
内
1
4
カ
所

◇
不
在
者
投
票
1
1
6
月
3
0
日
か

ら
7
月
6
日
ま
で
C
卜
前
8
専

30

ｪ
～
午
後
5
時
）
市
選
挙
官

理
委
員
会
事
務
局
で
で
き
ま
す

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
麿
内
線
2
2

3
1
～
2
2
3
3
）

F 投．、，．く 投票替名 投　票　区　の　区　域

1
ilr11」lb紅評三

¥　ン　タ　一

都町・L町・率く日1．・1夢∫田r・東’1・．場・［財’1㌔．場

ﾋ原町レビ． P’U・ぐ醐1．・北町・臼向台・花ケ

u・中原・高見僑通り　・広馳・丁・束口

2
亀崎公民館 亀崎東・亀山奇中・亀崎1苔・1［rl，1．町卜2J『目

3
乍谷公民館 亟谷・西川r’・1

．1

中村．公民館 中村．・卜Jl財市・白の果1rl地・権現原・奥野・・k田

5
松原公民館

往還・往　．田］．・王ql．、珂地・山ド・II」ド田1』1ゴ

t　　・　上ヒ！芝　・　上ヒ上乏i均．　1　・　2　・　3　・　1　・　5　J’｝i　・　U；星各［司

n・松原・沖町・とソ」島山レ2

6 日寅1山…公民館

鶴田f1・2・3J『目・高舜少町・原阯ll・2・3・1

i’目・公園通り・櫛の［［1；・珂地・，L良町1・2・

R・lJ’目・新F【．町．1・2J．目・・kl田」．い2・：雪

P’目・乎（江・曽fユ、団口・2・3・．11’i卜塩田・

魔P日1・，1地・［正1「田　・浜1均．t・2・：3　J．ll・「1卜占ケ

戟A・
@L｝」堀，田」．！・2　・3　r｝1　・　噛ド里f日」．1・2　J’　1・

R卿’・堀方一i勢・体茜

7
細島公民館

畑｛南・地蔵・、昏f野rll・i占IE・宮のヒ・高々谷・

ｪ幡・「七丁・向・八坂・伊勢

8 梶イ（公民館
梶承町1・2J’目・梶木・宝f・た｝．済1・2」『

Pトノd浴

1
南日向公民館 曙・桑砂・明野1褻・挿勤1｝】・i野西・ヘケレ、・仁宮

2
秋山公民館 秋留

3
舜毛公民館 亜セ・馴く

第
　
2
　
連
　
挙
　
区

4 美．々1章公民館
遠見・幸三脇・飯谷・4彰・袖．H」・ト：・至・別府・

w通・1・で1並

5
旧の原公民館 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’cの原

6
高松公民館 宮の「・高松・落鹿

知
れ
ば
な
っ
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
の
は
な
し

　
　
　
　
国
民
年
金
　
Q
＆
A

満
額
の
年
金
を
受
け
た
い
方
へ

Q
．
わ
た
し
は
、
昭
和
1
2
年
4

月
1
0
日
生
ま
れ
で
す
。
今
年
3

月
末
に
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。

　
将
来
、
満
額
の
年
金
を
受
け

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
あ
と
ど

れ
く
ら
い
納
め
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

A
．
昭
和
1
2
年
4
月
1
0
日
生
ま

れ
の
人
の
場
合
、
満
額
の
年
金

を
受
給
す
る
の
に
必
要
な
年
数

は
3
6
年
で
す
。
年
数
は
、
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
を
合

わ
せ
た
も
の
を
言
い
ま
す
（
加

入
可
能
年
数
は
、
生
年
月
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
「
わ
た
し
た
ち
の
国
民
年
金

特
集
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
．
、

　
あ
な
た
が
今
ま
で
に
納
入
し

た
年
数
は
、
国
民
年
金
2
0
年
、

厚
生
年
金
1
3
年
の
合
わ
せ
て
3
3

年
で
す
か
ら
、
満
額
の
年
金
を

受
給
す
る
た
め
に
は
、
あ
と
3

年
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
3
月
ま
で
は
厚
生
年

金
で
す
の
で
、
国
民
年
金
加
入

は
4
月
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、

来
年
4
月
で
満
6
0
歳
に
な
り
、

あ
と
1
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
6
0
歳
か
ら
も
希
望

し
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．
、
こ
れ
を
「
高

齢
任
意
加
入
」
と
言
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
6
0
歳
に
な
る
来

年
の
4
月
に
改
め
て
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
、
さ
ら
に
2
年
間

納
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
満
額
の

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
手
続
き
に
必
要
な
も
の

は
、
印
鑑
と
年
金
手
帳
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
年
金
係

（
倉
内
線
2
1
3
7
）
ま
で
。

　
年
金
は
、
　
一
人
ひ
と
り
異
な

り
ま
す
。
自
分
の
年
金
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
年
金
係
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
ま
た
は
厚
生
年
金
被
保
険

者
証
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

9



市役所は容代表

52－2111

（

■
高
齢
者
福
祉
と
介
護
を

　
学
び
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
や
介

護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
「
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を

閉
講
し
ま
す

◇
対
象
1
1
市
内
に
居
住
す
る
⑳

歳
以
ト
の
方

◇
期
間
1
1
7
月
一
1
2
月
（
月
1

同
開
講
．
r
定
〕

◇
内
容
1
1
丁
高
齢
者
保
健
福
祉

に
つ
い
て
　
［
尚
齢
者
の
心
理

と
介
護
　
〔
3
舌
同
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
実
践
体
験
【
4
舌
同
齢
者
と

食
生
活
　
　
．
高
齢
者
福
祉
座
談

会
　
6
．
県
外
視
察
研
修
〔
1
泊

2
日
　
な
ど

◎
定
員
1
1
5
0
人

◇
運
営
費
1
1
一
干
円
（
た
だ
し
、

視
察
研
修
に
つ
い
て
は
別
徐
＝

部
自
己
負
担
）

◇
開
講
式
1
1
7
月
6
日
（
上
｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　一一一

竿
前
9
時
⑳
分
市
田
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
〔
中
原
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
福

祉
事
務
所
蒼
内
線
2
1
6
9
〕

⑰市は「身元調査お断り運動」を推進しています

■
個
人
住
民
税
の
納
期
は

　
6
月
か
ら

　
平
成
8
年
度
の
個
人
住
民
税

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
最
高
2
／
5
円
の
特
別
蔵
税

が
実
施
さ
れ
ま
す
．

　
ま
た
、
個
人
住
民
税
の
う
ち

各
人
に
均
等
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
均
等
割
の
税
額
が
1
1
年
ぶ

り
に
改
正
さ
れ
、
県
民
税
が
3

0
0
円
引
き
上
げ
の
1
0
0
0

円
、
市
民
税
が
5
0
0
円
引
き

ヒ
げ
の
？
＝
D
O
O
円
と
な
り
ま

し
た
一

　
な
お
、
住
民
税
を
給
与
か
ら

差
し
引
い
て
納
税
し
て
い
る
聖

別
徴
収
以
外
の
方
は
、
6
月
、

8
月
、
1
0
月
と
翌
年
－
月
の
4

回
に
分
け
て
納
税
通
知
書
で
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

納
期
限
内
の
納
税
を
お
願
い
し

ま
す
．
．

　
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
（
實

内
線
2
1
1
2
～
9
｝
へ
．

■
郵
便
番
号
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
1
0
年
2
月
2
H
か
ら
郵

便
番
ロ
ゲ
が
、
3
ケ
タ
（
ま
た
は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　一　一一一

5
ケ
タ
｝
か
ら
7
ケ
タ
に
変
わ

り
ま
す
．

　
新
し
い
郵
便
番
桂
々
は
、
町
域

（
町
名
か
ら
○
ゴ
目
を
除
く
部

分
及
び
大
字
）
に
設
定
し
て
い

ま
す
．
例
え
ば
、
H
向
郵
便
局

管
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
郵
便

釆
旧
号
8
8
3
の
後
に
、
町
名
や

大
字
に
付
さ
れ
た
4
ケ
タ
の
番

号
が
付
く
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
新
郵
便
棚
田
n
ゲ
専
は
、
．
平
成
9

年
8
月
以
降
に
各
家
庭
に
配
布

す
る
！
r
定
で
す
．
．

　
詳
し
く
は
、
日
向
郵
便
局
郵

便
課
（
費
5
2
1
3
4
4
2
）
へ
．

■
第
？
回
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ウ
募
集

　
市
は
、
女
性
の
地
位
向
上
を

図
り
、
2
1
世
紀
に
向
け
て
男
女

が
共
に
す
て
き
に
生
き
る
た
め

の
社
会
づ
く
り
を
目
的
に
「
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
．

　
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
口
争

会
で
は
、
こ
の
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
次
の

要
頑
で
募
集
し
て
い
ま
す
．

◇
応
募
規
程
1
1
丁
分
か
り
や
す

く
て
親
し
み
や
す
い
も
の
　
｛
2
　

色
は
3
色
ま
で
　
［
3
　
マ
ー
ク
の

説
明
を
添
付
の
こ
と

◇
応
募
資
格
博
市
内
に
居
住
し

て
い
る
方
ま
た
は
目
向
市
出
身

◇寄付募集期間＝6月24日（月）～7月31日〔水lI
※寄付を希望される方は、金融機関．1；からの振1

り込みもできます．詳しくは、市総務課（容内1

線222：釣へ。　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
児
竜
扶
養
毛
」
当
の
受
給
資
格

に
は
、
所
得
制
限
や
公
的
年
金

の
受
給
の
有
無
な
ど
．
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
市
福
祉
事
務
所
児
童
母
．
t
係

〔
容
内
線
2
1
6
ま
ま
た
は

県
児
竜
家
庭
課
（
實
0
9
8
5

1
2
6
1
7
0
5
7
〕
へ
ご
相
談

く
だ
奨
こ
い
．

■
市
営
プ
ー
ル
・
海
水
浴
場
の

監
視
員
の
募
集

《
大
上
谷
市
一
宮
プ
ー
ル
》

◇
募
集
人
員
1
1
男
．
r
m
人
、
女

戸
．
　
　
　
＼

」
？
一
ノ

◇
賃
金
博
日
額
5
5
0
0
円

◇
資
格
1
1
1
8
歳
以
ヒ
の
健
康
で

泳
ぎ
に
自
信
の
あ
る
方
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◇
勤
務
期
間
1
1
7
月
2
0
日
〔
L
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

～
8
月
3
1
日
〔
上
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◇
監
視
時
間
1
1
乍
前
9
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

～
午
後
一
、
時
3
0
分
（
ウ
一
交
替
制
　
皿

◇
申
込
方
法
1
1
申
込
用
紙
に
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

歴
上
日
及
び
承
諾
書
（
未
成
年
者
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
み
｝
を
添
え
て
、
市
公
共
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

設
管
理
公
社
（
倉
5
4
1
7
1
7
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

4
｝
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◇
申
込
期
限
1
1
7
月
8
日
〔
月
〕
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

《
海
水
浴
場
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◇
募
集
人
員
1
1
男
子
1
6
人
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◇
賃
金
1
1
日
額
5
8
0
0
円
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

◇
資
格
1
1
高
校
3
年
生
以
上
の
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

健
康
な
男
．
†
で
泳
ぎ
に
自
信
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

あ
る
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◇
監
視
場
所
1
1
御
宴
ケ
浦
、
伊
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

勢
ケ
浜
、
お
倉
ケ
浜
、
金
ケ
浜
　
一

の
各
海
水
浴
場
　
　
　
　
　
　
　
一

◇
勤
務
期
間
旺
7
月
2
0
日
（
土
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
9
月
1
H
（
H
）
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◇
監
視
時
間
1
1
乍
前
8
時
3
0
分
一

～
レ
「
後
5
時
　
（
ワ
ニ
差
替
制
）

◇
申
込
方
法
1
1
申
込
用
紙
に
履

歴
書
及
び
承
諾
書
（
未
成
年
者

の
み
）
を
添
え
て
、
市
商
工
観

光
課
（
倉
内
線
2
6
3
5
｝
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い

◇
申
込
期
限
1
1
7
月
8
H
〔
月
）

※
詳
し
く
は
、
各
申
込
書
の
提

出
先
へ
．
．

■
ひ
ょ
っ
と
こ
祭
り
は

　
1
0
月
1
2
日
・
1
3
日
に

　
日
向
の
夏
を
代
表
す
る
祭
り

「
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
」
．

毎
年
、
8
月
目
第
ー
ヒ
・
1
1
曜

日
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
1
0
月
1
2
日
（
上
｝
．
1
3

目
（
目
｝
に
開
催
さ
れ
ま
す
．
．

　
こ
れ
は
、
宮
崎
県
と
J
R
6

社
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
う
大

型
観
光
客
誘
致
事
業
「
宮
崎
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　一一　

ベ
ー
ン
一
（
P
月
～
1
2
月
）
の

期
間
中
に
合
わ
せ
て
行
う
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
．

■
眼
に
つ
い
て
の

　
医
療
相
談
会

　
「
視
野
が
狭
く
な
っ
た
感
じ

が
す
る
一
【
毒
暗
く
な
る
と
非

常
に
物
が
見
え
に
く
い
」
「
視

界
の
中
に
い
つ
も
巾
つ
が
飛
ん
で

い
る
よ
う
に
見
え
る
」
な
ど
の

症
状
が
あ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
，

　
日
向
保
健
所
で
は
、
こ
の
よ

う
な
症
状
が
あ
る
方
の
た
め
に

専
門
医
に
よ
る
眼
に
つ
い
て
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　一　一一一

医
療
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
眼
は
、
　
一
生
L
八
切
な
も
の
．

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
自
分
の
症

状
に
あ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
く
だ
さ
い
．

◇
日
時
1
1
7
月
1
9
H
〔
金
へ
竿

後
1
時
か
ら

◇
場
所
1
1
日
向
保
健
所

◇
申
込
方
法
1
1
電
話
に
よ
る
f

約
が
必
要
で
す

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
日
向
保
健
所

（
容
5
2
1
5
1
0
1
〕

■
細
島
竜
台
の
一
般
公
開

　
7
月
2
0
1
1
は
、
国
民
の
祝
日

　
海
の
日
し
で
す
．
、
第
十
管
区

海
ヒ
保
安
本
部
細
島
航
路
掠
識

事
務
所
で
は
、
こ
の
7
月
2
0
日

と
2
1
日
の
2
日
間
、
「
細
島
灯

台
」
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す

　
ふ
だ
ん
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
灯
ム
［
内
部
の
レ
ン
ズ
や
無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一一

線
方
位
信
目
ゲ
所
の
機
器
、
回
廊

等
が
見
学
で
き
ま
す

　
こ
の
機
会
に
、
海
ヒ
交
通
の

安
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
航
路
標
識
（
灯
台
等
｝

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
く
だ

さ
い
．

■
世
代
間
交
流
ふ
れ
あ
い

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
祭

◇
日
時
1
1
7
1
－
1
4
目
〔
日
〕

◇
場
所
1
1
お
倉
ケ
浜
総
ヘ
リ
公
園

◇
参
加
料
1
1
1
人
㎜
円
〔
小
・

中
学
生
は
無
料
｝

◇
申
込
方
法
1
1
ー
チ
ー
ム
4
～

6
人
で
、
7
月
1
0
日
（
水
｝
ま

で
に
参
加
料
を
添
え
て
、
市
教

育
委
員
会
社
会
体
育
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
教
育
委
員

会
社
会
体
育
課
（
含
内
線
2
1

5
5
）
　
　
　
・

日［遍路だより
【門川剛

　　「ミスかどがわ」決定

　平成8年度の「ミスかどがわ」

が決定し、1年間、門川町観光の

顔として頑張ります。

　「ミスかどがわ」に選ばれたの

は、門川町田中病院に勤務する柳

旧秀子さん佑1と東郷町㈱宮協
に勤務する高橋直f㌦さんです。よ

ろしくお願いします。

【諸塚村】

お中元は「もろっこはうす」で

　諸塚村特産品販売所「もろっこ

はうす」では、諸塚しいたけ「二

六峰」や山菜加工品などのお中元

商品を取り揃えました．宅配も承
ります，

　則1向路にお越しの際は、ぜひ
おし：ノ1ち寄りください，

　詳しくは、「もろっこはうす」〔倉

65－02641へ

【椎葉村】

第5回椎葉夏まつり花火大会

　いつも静かな椎葉の夜もこのll

ばかりは、耳を覆うような大きな

こだま、夜空’・面に広がる鮮やか

な色と模様など、椎葉でしか味わ

うことができない花火を見ること
ができます．．

　おもしろい企画も盛りだくさん

ですので、ご家族そろってお越し

ください，

◇とき＝7月271i〔．L戸「後5時～

◇ところ＝椎葉中学校グラウンド

◇問い合わせ＝椎葉夏祭り実行委
員会．事務局〔容67－2005）
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行
政
の
仕
組
み
や
情
報
を
多
く
の
市

民
の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

担
当
職
員
が
講
師
と
な
る
「
な
る
ほ
ど

市
役
所
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
5
月
2
3
日
か

ら
市
中
央
公
民
館
で
始
ま
り
ま
し
た
．
、

　
第
1
回
目
は
、
赤
木
市
長
が
講
師
と

な
り
政
治
感
や
行
政
課
題
に
つ
　
て
講

演
し
ま
し
な
．
今
後
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

来
年
の
3
月
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
，

始まる万セミナ市

2人が参加
　
第
1
0
回
1
1
向
木
挽
唄
全
国
大
会
が
、

6
月
8
　
9
日
の
2
日
間
、
市
中
央
公

民
館
と
文
化
交
流
七
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
．
．
今
年
は
、
過
去
最
高
の
肥
人

が
参
加
し
、
自
慢
の
の
ど
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
9
1
こ
よ
、
幼
少
年
少
女
の
部
も
開

催
さ
れ
、
つ
め
か
け
た
観
客
か
ら
た
く

さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
．
．

　
第
2
1
回
日
向
市
美
術
展
覧
会
が
、

月
1
H
か
ら
9
日
ま
で
、
ア
ス
テ
ィ
日

向
寿
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
，
絵
画
、

写
真
、
書
の
3
部
門
に
合
わ
せ
て
獅
与

力
出
品
さ
オ
　
ど
の
作
品
も
す
ば
ら
し

い
出
来
と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
．
．

　
市
民
大
賞
は
、
次
の
方
。
▽
絵
画

櫻
武
春
さ
ん
（
左
）
▽
写
真
　
日
高
日
出

男
（
右
）
さ
ん
▽
書
　
蝶
野
紫
峰
さ
ん
。

がず三5りカ

9
▼
竃

議

デイサーどヌセンターへ車を貸与

一
暫嗣巻
「　　曹・、．、．一　＿　一；丁

　
今
年
開
所
し
ま
し
た
財
光
寺
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
、
天
イ
ク
ロ
ノ

ス
と
リ
フ
ト
バ
ス
の
貸
与
が
行
わ
れ
ま

し
な
こ
れ
ら
の
車
は
、
セ
ン
タ
ー
利

用
者
の
送
迎
用
に
使
わ
れ
る
も
の
で
す

　
貸
与
式
は
6
月
1
0
日
、
市
役
所
玄
関

”
前
で
行
わ
れ
、
赤
木
市
長
が
「
福
祉
施

設
の
中
核
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」

と
大
き
な
キ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
．

12

■
ひ
む
か
入

0
「
0
0
D
m
一
⊂
コ

ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
む
も
の
で
す

わ
た
し
は
一
生
泳
ぎ
続
け
た
い
で
す
ね

　
5
月
2
5
H
、
2
6
日
を
中
心
に
行
わ
れ

た
第
5
0
回
宮
崎
県
民
体
育
大
会
で
H
向

市
は
、
男
．
†
7
位
、
女
子
7
位
の
総
合

7
位
で
し
た
，
昨
年
は
総
合
5
位
で
し

た
の
で
、
二
つ
順
位
を
下
げ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
．

　
そ
ん
な
中
、
市
内
に
は
、
4
年
連
続

し
て
県
民
体
育
大
会
で
優
勝
し
て
い
る

方
が
い
ま
す
，
延
岡
市
で
水
泳
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
る
植
田
妙
．
r

さ
ん
が
、
そ
の
人
で
す
，

　
植
田
さ
ん
は
今
年
、
背
泳
ぎ
5
0
メ
ー

ト
ル
5
0
日
置
ら
5
4
歳
の
部
で
、
4
3
秒
㎎

の
タ
イ
ム
で
優
勝
し
ま
し
た
．
．
昨
年
ま

で
の
3
年
間
は
、
連
続
し
て
大
会
新
．
記

録
で
優
勝
し
て
い
ま
す
．
．

　
「
県
体
は
、
楽
し
む
つ
も
り
で
参
加

で
き
る
と
い
い
ん
で
す
が
、
ス
タ
ー
ト

台
に
立
つ
と
．
記
録
を
意
識
し
て
し
ま
い

ま
す
ね
」
．
、

　
植
田
さ
ん
が
、
水
泳
を
始
め
た
の
は

高
校
時
代
．
、
就
職
も
水
泳
が
き
っ
か
け

「

甲r

●

．
ド
ぜ
一

’

、
，
．
．
　
ア
し
．
罫
一

、

賦
崩気　　．『馬、

　　　へ
　風、

馬
　　　鱈嚢攣
　　罫1

／“

シ
、

　
呼
　
　
．

」
ρ

、
・
．
』
」

戸
」
岬可．‘」，9？

口

臨

」
ガ
．

ζ
興

電

ρ

さん

騰
子

9

陣中植
第50回宮崎県民体育大会

背泳ぎ50m50～54歳の部優勝

に
な
っ
た
そ
う
で
す
，
そ
の
社
会
人
時

代
に
は
、
背
泳
ぎ
㎜
メ
ー
ト
ル
の
部
で

全
国
3
位
に
な
っ
た
実
績
を
も
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
の
ブ
ラ
ン

ク
が
あ
り
、
1
7
、
1
8
年
前
か
ら
、
ま
た

泳
ぎ
始
め
ま
し
た
，

　
「
為
体
で
は
、
実
績
を
も
っ
て
い
る

選
手
は
ほ
ん
の
少
し
で
す
，
ほ
と
ん
ど

の
人
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に

参
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
．
ま
た
、
そ

の
よ
う
に
勝
つ
か
負
け
る
か
だ
け
で
出

場
す
る
の
で
は
な
く
、
　
一
つ
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
】
．

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
練
習
が
き
つ
い
反
面

楽
し
さ
が
多
く
な
い
と
続
か
な
い
と
、

植
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
．
．
県
体
も
楽
し

み
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
多
く

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ

と
で
す
，

　
今
年
の
県
体
を
見
て
も
、
日
向
市
の

選
手
団
は
少
な
い
よ
う
で
す
．
中
学
校

や
高
校
時
代
、
ま
た
社
会
人
に
な
っ
て

水泳の指導にあたる植田さん

か
ら
何
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

人
は
多
い
は
ず
で
す
．
そ
ん
な
人
た
ち

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
気
持
ち
で
県

体
に
参
加
で
き
れ
ば
、
自
然
と
順
位
も

上
が
っ
て
く
る
の
で
は
…
．

　
「
今
後
の
H
標
は
、
県
体
で
茄
歳
か

ら
5
9
歳
の
部
に
出
場
し
、
大
会
新
記
録

で
優
勝
す
る
こ
と
で
す
．
．
ま
た
、
　
．
生

泳
ぎ
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
植

田
さ
ん
は
、
に
こ
や
か
に
ほ
ほ
笑
み
な

が
ら
決
意
を
語
っ
て
ぐ
れ
ま
し
た
．

●日向市の人口動態●

〈l18．6．L現在〉 内前月比

人　　口 58，744人 〔＋13）

男 27，830人 （＋20）

女 30，914人 〔一　7／

世帯数 20．772世帯 〔十　17）

●5月中の交通事故●
ll向rlf分 1 内は前場．ヒ

発　生死　亡 負傷者物損事故

18件　　O人 22人 l17件

1＋8）　（±0♪ （＋6） 〔十17〕

一止まって確認、 無事故に挑戦一

●愛のご寄付〈敬称略〉●

社会福祉協議会四分
5月3旧現在

播典返し〉

故　　　人 喪　主 地　区

河　野　シ　カ 政　和 石　並

松　付　孝　憲 博　久 横浜市

須　見　虎　雄 ．IT・六 駅通り

児　．k　ト　歳 藤　幸 金ケ浜

金　壬　　　功 美恵ア ヒ　田1．

田　辺　　　進 カネエ 川路団地

．L　井　　　政 ウメコ 松　原

椿　井　キ　ミ 重　敏 ド原町

内　倉　重　則 アケミ 亀崎中

三　浦　亀太郎 ハルエ 鶴　町

黒　木　キ　ン 幹　夫 遠　見

黒　木　　　緑 清　隆
、畳

f野川

神　力　武　雄 　戸nツ」’ 東苧：場

渡　辺　タマエ 邦　男 西ぢ二

河　野　昌　一 ノじ　和 石　並

●ワ月の納期●

固定資産税 第2期
国民健康保険税 第2期

●今月の相談日程●

◇交通事故巡回相談
と き■7月18日〔イく｝

10：30～14：3〔｝

ところ■市中央公民館

◇無料法律相談
と き■7月18目〔木／

三〇：0〔ト15：00

ところ■市中央公民館
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　　　獄臨
高校生ボランティアグループ⑭

　　　　　　　　　いちご同好会

　昨年の6月に発足したばかりのグループです。

富島高校生の女生徒5人で活動しています。

　わたしたちは、高校生ならではの、地域の身近

なところでボランティアとして頑張っています。

現在は、牛乳パックのリサイクルでの葉書作りや、

障害者の方と人形劇や創作劇などを練習していま

す。この人形劇や創作劇などは、今年の「ふれあ

いフェスタ」で披露しますので、皆さんぜひ見に

来てください。

　また、毎週日曜IJには、絵をかかれる障害者の

ノ∫のお手伝いもしています。　　　　　　’

　今、わたしたちは3年生ばかりなので、一緒に

活動してくれる1、2年生を募集しています。

（
亀
崎
東
）

小
林
　
桂
一
郎
・
由
香
利
さ
ん
家

の
わ
ん
ぱ
く
く
ん

戸・ｿ

1ご
ρ

騨
宇
）
，

心’．

i

　
ハ

、
F
・
）

．陶

f
．
』

、
「

窓

講’

ひろき

広樹くん

　　　〔5歳2ケ月1

　水泳の好きな広樹

くんにとって、夏が

楽しみだね。

　明るくしっかりと

した人になってね。

んは5やん日向σ》わん6＜

職職服（
切
島
山
2
）

松
田
　
泰
幸
・
恵
利
子
さ
ん
家
の

お
て
ん
ば
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

ユ
ウ
　
イ
ー
チ
ャ
ン
ツ
ゥ
ン

震
萌
轟
祥

　
　
　
　
　
国
際
交
流
員
張
培
軍

　
山
東
省
内
に
あ
る
観
光
名
勝
地
と
し

て
、
青
島
市
の
「
、
喧
山
」
と
泰
安
市
の
「
泰

山
」
を
そ
れ
ぞ
れ
四
月
、
五
月
の
広
報

ひ
ゆ
う
が
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
春
秋
時
代
の
魯
の
国
都
で
孔
子
の
生

誕
、
終
焉
の
地
と
し
て
有
名
と
な
り
、

歴
代
封
建
王
朝
は
聖
地
と
し
、
現
在
は
、

国
家
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

孔
廟
、
孔
府
、
孔
林
と
い
う
三
孔
の
あ

る
曲
阜
を
紹
介
し
ま
す
。

　
曲
阜
は
、
山
東
省
の
南
西
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
泰
安
市
か
ら
バ
ス
で
一

時
間
く
ら
い
の
距
離
な
の
で
、
観
光
客

の
多
く
は
泰
山
に
登
っ
て
、
曲
阜
を
見

学
し
ま
す
，

　
「
孔
噛
」
孔
子
は
紀
元
前
四
七
九
年

に
没
し
ま
し
た
が
、
翌
年
、
魚
［
の
哀
公

が
そ
の
旧
宅
に
廟
を
建
て
て
祭
っ
た
の

が
孔
廟
の
始
ま
り
で
す
，
、
明
、
清
代
に

か
け
て
現
在
の
形
が
で
き
、
中
国
の
廟

建
築
と
し
て
は
最
大
の
も
の
と
≒
．
［
わ
れ

ま
す
。
孔
廟
の
中
心
は
大
成
殿
で
、
明

時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
．
、
殿
前

に
は
石
柱
が
十
本
あ
り
、
そ
の
石
柱
に

は
そ
れ
ぞ
れ
二
匹
の
巨
竜
が
浮
き
彫
り

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
北
京
の
故

宮
や
泰
安
の
岱
廟
で
は
見
ら
れ
な
い
迄

曲
阜

派
な
も
の
で
す
．
．

　
「
孔
府
］
孔
廟
の
東
国
に
あ
り
、
現

在
の
も
の
は
や
は
り
明
、
清
時
代
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
．
．
部
屋
数
が
四
六

＝．

烽
｠
り
、
敷
地
面
積
卜
六
万
平
方

メ
ー
ト
ル
と
．
一
．
、
］
わ
れ
ま
す
．
．
孔
府
は
大

き
く
中
路
、
匿
路
、
東
路
に
区
分
さ
れ
、

中
路
の
前
部
は
二
門
、
大
堂
、
二
堂
と

あ
り
ま
す
，
昔
こ
こ
は
役
所
で
し
た
．

目
路
に
は
紅
蓼
軒
、
忠
恕
堂
、
安
懐
堂

な
ど
が
あ
り
ま
す
．
．
東
路
は
、
家
廟
、

慕
思
堂
、
　
一
貫
堂
な
ど
が
あ
ー
ー
ま
す
．

慕
思
堂
は
、
孔
．
r
の
第
七
十
一
．
代
術
聖

公
・
孔
闇
屋
の
夫
人
と
し
て
降
嫁
し
た

乾
隆
皇
帝
の
娘
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も

の
で
す
．
．

　
「
孔
林
」
曲
阜
の
北
門
外
に
孔
林
が

あ
り
ま
す
．
．
「
孔
子
林
」
ま
た
は
「
至

聖
林
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
こ
は
孔

．
r
と
そ
の
ツ
ー
，
孫
た
ち
の
墓
域
で
、
総
面

積
が
二
〇
〔
．
）
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う

広
大
な
も
の
で
す
．
墓
碑
の
周
り
に
は

約
三
万
本
の
松
、
柏
、
桧
が
あ
り
、
緑

が
大
変
美
し
い
所
で
す
。
孔
．
†
の
墓
は
、

息
子
・
孔
鯉
と
孫
・
子
思
の
墓
と
共
に

孔
林
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
”
携
子
抱
孫
〃
と
い
う
配
置
で
す
．
．

軸
ン

　
　
恥ぺ勘

ツ
レ
》
シ
ュ
さ
ん

び
“

昌

、
’
内

由典さん
　（永田〉

高橋

　
①
花
の
た
か
は
し
　
②
県
リ
ー

グ
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
塩
見
コ

ス
モ
」
で
頑
張
っ
て
ま
す
　
③
自

分
の
店
を
持
ち
た
い
④
い
ろ
ん

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ
し
い

」

①
勤
務
先
②
今
熱
中
し
て
い
る
こ
と

③
将
来
の
夢
④
日
向
市
に
思
う
こ
と

　
①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

②
仕
事
を
し
て
い
る
の
が
楽
し
い

で
す
ね
　
③
ス
ペ
イ
ン
に
行
っ
て

み
た
い
　
④
高
齢
者
や
障
害
者
に

や
さ
し
い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

価

順子さん
　（梶木）

黒木

㍗
．
ψ
．
“
、
亡
3
．
を
、
》
．
彦
を
、
号
ψ
、
“
．
重
ψ
．
聖
乎
．
ψ
．
“
．
郵
ψ
．
号
彦
、
．
七
ψ
．
ヒ
謡

市≧浮直汚屯・瀕．「》｝・「機・》、・》ミ．勢．瀕．．〉’う、．「〉’．一》〉．》ドンドン“1「レ、．馳．勢『ジ

　　　　　も　ひ

　衆議院の解散に因る衆○院議員の総選挙は、解散○

日から40日以内○行う。　　（法第31条3）総選挙

　上の○にはどんな文字かあてはまりますか？答えを

ハガキに書いて　〒883日向市本町10番5号　日向市

役所選挙管理委員会あて7月10日までにお出しくださ

い。正解者多数のときは，抽選で3人の方に記念品を

さしあげます。

　なお、ハガキには住所・氏名・年齢と電話番号を
はっきり記入してください。

　5月号は「た」「務」「補Jが正解で、応募28人、正

解28人でした。抽選の結果次の方に記念品を差し上げ

ます。（敬称略）

．■竹井　美則（浜町）　．2出先　シマ（切島山2）

〔3伊東　秋義（平野）

．》、1》ミ1「ンふ』「〉、．》｝．、戸ドレ》1「ン’．「ン、．｝、．》、．「レ・．一ン＾》・．〉・．》・「ンふ．》、・「》、・｝、』「ン・、

避
壬
守
ψ
舌
重
評
ξ
魯
豊
聖
を
ξ
号
号
号
聖
聖
魯
争
5
チ
ξ
ψ
5
’
恕

電蒸
　
廻
．

・
拶
／瀞・塑
　　　　　　えんたいこう
　　　財光寺の掩体壕
文｛開についての間い合わセは市社会敦育諜（倉内齪425）へ

　
第
．
．
次
置
界
大
戦
は
、
今
も
わ
た

し
た
ち
の
心
の
中
に
深
い
傷
を
残
し

て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
身
近
な
所
に
防
空
壕
な
ど

の
遺
構
も
残
っ
て
い
ま
す
，

　
十
数
年
諭
か
ら
広
島
の
重
爆
ド
ー

ム
を
巡
っ
て
、
歴
史
学
や
考
占
学
の

関
係
者
は
真
剣
な
論
議
を
行
っ
て
き

ま
し
た
、

　
そ
の
内
容
は
、
こ
の
歴
史
的
な
建

物
を
文
化
財
と
し
て
認
め
る
か
、
認

め
な
い
か
と
い
う
論
議
で
し
た
が
、

そ
の
間
に
も
全
国
各
地
で
開
発
事
業

に
伴
う
戦
中
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
急

増
し
、
新
し
い
事
実
が
次
々
に
判
明

し
て
い
き
ま
し
た
、

　
特
に
沖
縄
で
は
、
こ
う
し
た
時
代

の
遺
構
が
慎
重
に
調
査
さ
れ
、
ま
た

た
「
切
に
傑
十
段
ン
こ
れ
て
い
ま
す
．

　
わ
た
し
た
ち
の
町
に
残
る
こ
う
し

た
戦
中
遺
跡
の
中
で
も
、
財
光
」
す
の

掩
体
壕
は
富
高
航
空
隊
の
所
在
を
示

す
貴
重
な
遺
構
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
，

　
県
内
’
「
．
㌦
は
、
宮
崎
市
赤
江
の
宮
崎

空
港
周
辺
に
い
く
つ
か
の
掩
体
壕
が

あ
り
、
地
．
兀
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
の
場
合

は
、
市
街
地
に
2
基
の
掩
体
壕
が
あ

る
も
の
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
て
、

保
存
を
危
ぶ
む
声
も
あ
り
ま
す
、
、

　
現
状
を
観
察
す
る
と
、
屋
根
は

ド
ー
ム
状
の
形
を
し
て
い
て
、
セ
メ

ン
ト
の
湾
口
に
は
指
先
ほ
ビ
の
た
き

さ
の
砂
利
が
見
え
て
い
ま
す
．
、

　
こ
れ
を
当
時
の
技
術
と
見
る
か
、

戦
時
中
の
た
め
材
料
を
集
め
ら
れ
な

か
っ
た
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
急
ご

し
ら
え
の
結
果
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
分
析
し
、
研
究
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
、
ま
た
＝
カ
で
は
、
関
係
者
の

証
言
や
資
料
の
収
集
も
必
要
で
す
、
．

そ
し
て
何
よ
り
も
、
正
し
い
目
で
歴

史
を
見
つ
め
る
姿
勢
が
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
，
掩
体
壕
は
、
二
十
一
世

紀
に
向
か
う
わ
た
し
た
ち
の
指
針
と

な
る
文
化
遺
産
で
す
．
、

（
鯉
八
難
公
民
館
の
横
に
）
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すご1やか広場

●乳幼児の健康診査

市民健康管理センター（倉内線2181・2182）

●保健婦だより

　3か月児健診〔毎月第2・4金曜日，
｝1　1｝寺◇7月12【i、　26［I　　　l3：00～13：30受イ」．

場　所◇1｛向市健康管理ll「（容内線2181・21821

対　象◇’F成8年4月生まれ

　7か月児健診晦月第3金曜［D
日　時◇7月19日　　　　　13：00－14：00受付’

場　所◇11向．rlf健康管理1：ゴ〔含内線2181・2182／

対　象◇平成7年12月生まれ

　1歳児健康相談日月1回1
【1　時◇7月18日（・D　　　 9：30－10：00受1付‘

場　所◇ll向市健康管理；「．〔含内辛泉2181・2182）

対　象◇平成7年6月生まれ

　1歳6か月児健診（毎月ユ回）

日　時◇7月9［」〔火l　　l3：00～14＝00受付

場　所◇B向市健康管理；1．〔費内線2181・21821

対　象◇平成6年12月生まれ

　3歳児健診
i」　時◇7月5日（金）　　13／00－14：00受IJ．

場　所◇1．1向市健康管理；：「（容内線218レ21821

対　象◇」杓戊5年3月生まれ

●7月の休日在宅医

3か月児・7か月児健康診査

・身体計測1身長・体動
・問　　診

（保健婦が．お母さんから乳児の発達について、聞き取りをします）

・小児科医診察

・集団指導

嘩撫鶯）
1歳児健康相談
・身体計測　　・問診

・育児相談

　1育児．予防接種について

・栄養指導

幡獄緋こついつ

1歳6カ月児・3歳児健康診査

・身体計測・問診

・内科診察

・歯科診察・集団指導

※母子健康手帳も忘れずに〃

7目

14日

2〔川

21目

28日

三ケ尻医院｛整外・理｛7：診療科倉525557）　康田医1；完産婦人科

君537788）　松岡医院〔ド1f十君5254071　沼田医i：完〔皮・泌尿器

干十倉52　3785〕

1甫　ヒレこ［完　 U勺　・　ケト・　ド’り場干：ト麿52　2936）　　1て…山亜目艮手十　1倉52　56〔〕〔．｛：1

興交島サ丙P完　伴占ネ申。i勺・彫（身・梓泉科・費54　68〔．）ll

黒イく1ケミ1虎　 II人」干十君52　60551　　ネ矢F隻；〔i1艮不十　｛容63　72221　　1［1ノ亡［ケ刀工〔ノ」、

児科853　6066〕　ノく平医1；完　〔整タト・1勺・珂1学診ナ療科・容52　33371

甲斐医院〔外・胃腸手：唱酬5350〔｝m児｛ミ医i；完〔小児科容52253〔〕｝安

部医「完　q勺・循環器科一δ53　1788」

和田病院〔内・外・放・脳外科容52｛mlD　緒方内科q’」・1呼吸・

循環器科罰53　6333｝　lH中巨山科　1君52　．10｛）9）

新しい食生活改善推進員が

　　　誕生しました

　食生活は、健康を守るうえで最

も大切なものです

　市では、平成8年度の食生活才佳

遭i員26人を決定し、これから2年

間各地域で次のような活動してい

ただきます、

・活動内容》

1．地域における栄養改善のための

料理教室の開催

②夏休みに母と子の料理教室の開

催

i∫その他

　皆さんも、食生活推進員と一緒

に、正しい食生活について学んで

みませんか．

　また、日向市民健康管理セン

ターにも栄養．トが配属されまし

た、今後は、栄養士による’相談等

も受けられるようになります。

　ただし、栄養．トは養護老人ホー

ムと兼務のため、相談を受けられ

る方は、事前の連絡が必要です。

●7月の献血日程

GI、▼E　BLOOD　SA、「E　LIFE

献血は心の贈りもの

4日目　JA日向本所10：30～12：30

日向市役所14100～16：00

19日金南日本ハム↑2：30～16：00

※当番医が変ることがあります。テレホンサービス（容53－1214）で確認を。

轟伽うが ’966月号

■発行　平成8年6月20日発行

■編集　日向市企画課広報統計係

　　　〒㎜日向市本町10番5号

　　　雪0982－52－2111

■印刷．藤屋写真印刷株式会社

　
今
月
わ
た
し
は
、
自
動
車
免

許
の
．
曳
新
を
行
い
、
晴
れ
て

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
免
許
証
の
所

持
者
と
な
り
ま
し
た
．
．

　
こ
の
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
た

め
に
は
、
最
低
5
年
間
、
無
事

故
無
違
反
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
一
．

　
わ
た
し
の
知
り
合
．
い
の
中
に

も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
不
着
用

や
駐
車
違
．
反
な
ど
で
こ
の
カ
ー

ド
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
人
が
い
ま
す
．

　
今
年
も
交
通
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
一
．
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、
事
故
の
な
い
明
る

い
町
を
作
り
ま
し
ょ
う
．
（
Y
V

後編
記集
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